平成３１年度　第2回　地域学校協働本部協議会記録（概要）
１．開催日時　令和元年８月２６日（月）午後５時００分～

２．会場　　　立川市立第六小学校　応接室

３．参加者　　柳原さん、宮嶋さん、林さん、杜下さん、下尾さん、
　　　　　　　校長、副校長、櫻井主幹教諭

４．内容

＜司会：副校長＞
（１）校長挨拶　夏のお祭りのお礼について等
（２）学校より（校長より）
　六小１学期の取組について
＜教育目標＞

＜学力向上について＞
・教育委員会教育力向上推進モデル校、立川市民科の推進…各学年の取組

・多摩地区教育推進委員会実践協力校…SDGｓの取組

・さんさんタイムなど　・外国語活動

＜豊かな心の育成＞
・あいさつ、話し方、聞き方、廊下歩行（矢印設置）

・読書活動…夏休みの図書室解放

・道徳教育…道徳的な価値を深く考え、論議し、自分の内面を育てる。

・なかよし班活動　・人権標語　・オリパラ活動

・委員会・クラブ活動…中学校の先生にラジオ体操を教わるなど

＜元気な子の育成＞

・体力調査の取組　・体育学習や遊びで伸ばす体力と集団活動

・歯磨き週間　・給食指導…１年生の給食室探検　・当番活動…飼育当番他
＜夏季休業中・２学期の取組＞
・お祭り
・子どもたちの達成感が得られる行事〔運動会９月２８日（土）　学芸会１１月１６日（土）〕
（３）意見交換
□SDGｓについて勉強したい
→持続可能な社会をつくっていくために、２０３０年までに達成を目指す世界の目標。
　市民科の取組で力をつけられるように同時進行で実践している。７月号の学校だよりでも
お知らせしている。
→SDGｓは１７項目あり、ほたる祭りで、子どもたちが作って配布したホタルカードにも
関連するマークを付けている。２学期も子どもたちに伝えていく。

自分たちが行っている活動がどの項目にあてはまるかも考えさせている。

（副校長より）

→体力テスト、町探検、ファーレのお手伝いもしていただいた。
プリントのカレンダーを見ていただきたい。８月２８日（水）より学校が始まるが、今後の日程を記載した。５年生の家庭科のお手伝いで安全の配慮をお願いしたい。
□家庭科は、全学年に配布されていた。
→確認する。

□メールについて
→PTAから要望があった場合、学校メールで副校長が各家庭に発信している。今後、地域学校協働本部用のID、パスワードを発行して発信することはできるか確認をする。
→メールは、返信できないが、アンケート機能のシステムがある。
□誤解や誤配信がないようにメールにしていたが、留意することはあるか
→学校メールの扱いには慎重さが必要である。例文・雛形・メールを受け取るルールを確認しておく必要がある。やってみる価値はある。
→アンケートの聞き方も考えた方が良い。雛形を決めておくと、そんなにリスクがないと考える。

→募っておいて、メーリングリストをつくり、メールを送るようにする。

→全員へのメールは、緊急時のみというのが原則である。

→新年度のほうがやりやすいのでは。

→２学期に運用して検討し、１０月にまた考えるのでもよい。

→副校長がアンケートメールが利用できるかどうか試してみる。
□運動会の装飾旗の取り付け、六小からプールに向かっての長めの遮光ネットの取り付けも考えている。学芸会の大道具の出し入れ、就学時健診のお手伝いをお願いしたい。

□遮光ネットについて

→テントは自治会に借りるなど大変、保険にも入る必要がある。遮光ネットは、ノウハウが分かれば、毎年の使用が期待できる。

□リスルホールでの立川第三中学校区連合音楽会、研究発表会での受付をお願いしたい。

□立川第三中学校区連合音楽会
→今年度は、リスルホールで三中校区で行うが、３つの小学校が行う予定。

（４）今後の日程　日にちの確認

